

































Ⅱ　研 究 目 的
　PIH妊産褥婦の診療録・看護記録から遡及的に血圧変動について分析し、重症化予防の看護
を考察することにある。
Ⅲ　研 究 方 法
1 ．研究デザイン　診療録・看護記録からの遡及的記述研究デザイン
2．調査期間　2015年11月～2016年 1 月

















　　 1） PIH 妊産婦とは、妊娠20週以降に収縮期血圧 140mmHg、拡張期血圧 90mmHg を呈
し、妊娠高血圧症候群と診断のついた妊産婦をいう。
















分類 範囲 人（％） 妊娠中の体重増加量平均（Kg）
やせ 18.5未満 8（9.2）  7.9±2.8
普通 18.5～25未満 58（66.7） 10.1±4.1


























経腟分娩　　 42 38週 3 日 1 週 6 日 554.8 2750.3±486.3 ＊＊ 8.5±0.8 ＊ 9.1±1.3  7（16.7） ＊＊  7 ＊＊ 9
帝王切開分娩 45 815.5 2019.6±846.2 6.7±2.1 8.5±1.2 28（62.2） 17 2
　＜帝王切開分娩の内訳＞
予定帝王切開 17 36週 1 日 2 週 3 日  3 0











　妊娠中から産褥における血圧の変動値は、表 3 - 1 、 3 - 2 に示した。収縮期血圧の全体の平
均をみると、妊娠34週頃より上昇し、36週以降は 135mmHg を超え、分娩時には 150mmHg
表 3 - 1 　PIH 妊産褥婦の血圧変動（妊娠期）
16週
まで






収縮期 平均 128.3 119.7 120.9 120.9 120.5 117.8 121.8 121.9 126.1 137.2
標準偏差 13.5 11.6 14.4 12.4 12.4 12.3 13.3 12.8 12.5 17
拡張期 平均 80 68.7 71.7 71.9 73.8 71.3 72 75 78.3 82.5





収縮期 平均 133.6 119.7 120.6 116.7 122 119.8 123.1 120 124 133.6
標準偏差 9.1 11.9 13.7 11.3 9.7 10.9 13.5 12.5 13.4 13.9
拡張期 平均 85.4 69.6 73.6 73.2 74.9 73.3 74.9 76.1 77.4 86.2




収縮期 平均 125.1 119.6 121.2 126.9 118.1 114.9 119.7 124.8 129.1 141.1
標準偏差 15.1 11.8 15.8 11.9 15.6 14 13.2 13.1 10.8 19.6
拡張期 平均 78.2 67.5 69.4 70.6 72.3 68.3 68.9 73.2 79.7 80.1
標準偏差 17.8 5.2 11.1 10.6 12.7 7.4 7.5 12.6 10.1 10.9
※内訳には痩せ群（n=8）は除く



















収縮期 平均 155.6 150.4 140.2 137.6 136.2 144.1 144.1 124.5
標準偏差 24.9 18.6 14.9 14.2 14.3 19.5 15.6 16.6
拡張期 平均 94.1 92.8 88.1 86.5 84.9 88.1 88.8 78.4





収縮期 平均 151.7 150.1 138.3 135.2 135.6 140.7 139.6 127.9
標準偏差 24.1 20.2 13.7 11.9 14.3 16.7 15.1 16.3
拡張期 平均 93 92.4 86.6 84.4 85.5 87.2 87 79.4




収縮期 平均 160.7 150.9 142.9 141.1 136.9 149.1 150.6 118.6
標準偏差 25.9 16.5 16.3 16.8 14.6 22.5 14.3 15.9
拡張期 平均 95.4 93.5 90.5 89.7 83.9 89.4 91.4 76.7
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をする。また、分娩様式に関わらず、多くが 5～ 7日に退院し、次回の受診日程である 1か月
健診では有意に下降していた。
5 　母乳と血圧
　産褥期の収縮期血圧と直接授乳回数の相関をみたところ、産後 2日に -0.305、 3 日に -0.279、
























































































　PIH 重症化予防の看護を検討するために2015年 4 月～2016年 3 月の 1 年間の PIH と診断の
ついた87名の妊産婦の診療録、看護記録から血圧の変動を中心とした分析をした結果、以下の
ことが明らかになった。
1．血圧の上昇は32週頃から上昇し、36週以降急速に高血圧になり、分娩時をピークとして、
産後も退院まで高血圧状態であるが、 1か月において妊娠前の数値に回復していた。
妊娠高血圧症候群妊産婦の血圧変動と看護への示唆
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2 ．肥満群と普通群の比較をしたところ、肥満群が有意に血圧の高値を示した。
3．PIH 妊産婦の帝王切開比率は51.7％であり、その内緊急帝王切開率が62.2％と高く、緊急
帝王切開分娩による早産、低出生体重児、NICU入院といった新生児の課題につながって
いた。
4．PIH妊産褥婦の産褥のケアとして、活動量、母乳との関係と摂取水分量などの関連事象関
係が明らかになっていない。
5．以上から看護への示唆として、家庭血圧測定などの自己管理力を高めるケア方法の推奨強
化と、産後のケアのあり方、フォローアップに関する課題が明らかになった。
Ⅶ .　研究の限界
　本研究は、遡及的に診療録・看護記録によって、データを収集したことから、記載されたも
のからのデータ収集、分析という限界での分析であり、関係事象をさらに検討することの不十
分さはある。また量的検討における数の限界もあり、予備調査の域での分析である。
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